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「いのちの時間」 

日本聖公会東京教区主教 髙橋宏幸 

クリスマスは商業ベースの年中行事

ではなく、数字で計ることのできない

「神様のいのちの出来事」「いのちの時

間」です。そもそもキリスト教とは大事

な何かを忘れない、心にしっかり留め

おくことを大事にする宗教です。しかも、

忘れない、心にしっかり留め続けるの

は新たな何かを生み出し、創り出すた

めでもあります。 

 現代社会は益々スピーディーで目まぐ

るしく、情報は氾濫し、「ゆっくり吟味な

どしていられないと」いう声もあります。

ちなみに「歩」という字は、「止まる」と

「少し」が上下に並んで出来ています。堅

実な歩み、中身を伴う歩みには少し止ま

ることも必要なのかも知れません。しか

し、一方で「世の中、立ち止まったら負け

だ」という声もあります。けれども、「た

まには立ち止まっても大丈夫」というこ

とも必要ではないのでしょうか？ 

 駅や空港で「お急ぎのところ、誠に申し

訳ございません」というアナウンスを耳

にします。運転士やパイロットが故意に

遅らせたのであれば話は別ですが、人の

力ではどうにもならない原因で遅れるケ

ース、どうしようもない時はあります。そ

のような時、人それぞれの本性が出ます。

当たり散らしたり誰かのせいにしたりす

る人、落ち着いて次の方策を考える人

等々。それぞれ事情や性格があるのでし

ょうが、目の前のことを静かに受け容れ

ることこそ、本当に大切な何かを生み出

す気がします。想定外の出来事への在り

ようは自らの人間的成長へのチャンス、

テストの時となり得ます。 

幸せな人生の秘訣とは、不安や恐れを

伴いながらも変化を受け容れるところに

あるようです。「いのちの時間」、それは

自分と向き合い、心の声を聴く時間とも

言えましょう。現代社会は、その時間を

多くの人から奪い取ってもいます。さら

に、それだけでなく、優しさや想像力、創

造力にも封をしているかのようです。 

あるご高齢の言葉です。「私ね、人から

優しさを貰ったら心に貯金しておくの。

そして、淋しくなった時はそれを引き出

して元気になるの。あなたも今から積ん

でおきなさい。年金よりいいわよ」と。人

の優しさに触れると、自分も優しくなれ

ます。そして、多くの人が求めている最

たるものに優しさを挙げられます。であ

ればこそ、己に勝つこともさることなが

ら、「自分にもっと優しくなってもいいの

だよ」というメッセージをもっともっと発

信してよいのではないでしょうか。 クリ

スマスの大事件、それは神からの優しさ

抜きには語り得ません。 
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Merry Christmas！ 

皆様へのメッセージをお届けします。 

 

  

支援してくださっている皆様へ 

  私は今、高校 3 年生です。受験のためのエ

ッセイと面接の練習も大変ですが、毎日頑張

っています。カパティランの奨学金のおかげ

で、大学に入るための入学金の準備をでき、

母への負担が減りました。経済的な不安が

良くなったのは皆様の支援をもらえているか

らです。本当にありがとうございます！ メリ

ークリスマス！高校 3 年 A.I (フィリピン) 

支援者の皆様へ 

カパティランの奨学金をご支援頂きありがとうござ

います。私の家庭は片親です。片親の為、経済状況

があまり良いとは言えません。ですが、奨学金のお

陰で負担が減り、楽しい毎日を送れております。この

度はご支援してくださった全ての方々に心よりお礼

申し上げます。  高校 2 年 K.N.（フィリピン） 

高校 2 年 K.N（フィリピン） 
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支援してくれている皆さまへ  

 

大学 2 年生です。アジア最大級の英語劇大会に

参加するサークルに所属しております。 80 年も歴

史を持つ大会で、サークルメンバーは 400 人以

上です。 去年はリーダーの 1 人として慶應を 7 年

ぶりの優勝へ導き、今年も勝てる自信があります。

このようにサークル活動にも参加できているのも皆

さまのおかげなので、心から感謝しております。当た

り前のようにしていることを改めて振り返り、恵まれて

いると思える生活を今後とも送りたいです。 ありがと

うございます。 

 大学 2 年生 T.C.（ペルー） 

私の家はそんなにお金がないのに提供して

くれたことに本当に感謝してます。自分は

お金事情などあんまり知らなくって、知っ

た時は焦りました、でも支援のおかげで楽

しく学校生活させてもらってます、学校で

は 12 月の始めでテストがあるのでテスト

勉強を頑張っています！ 

K.M.高校 1 年（フィリピン） 
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☆新理事紹介☆ 

日本聖公会横浜教区 

松戸聖パウロ教会牧師 

柏聖アンデレ教会管理牧師 

司祭ラファエル宮﨑仁 

 

初めまして、横浜教区の宮﨑仁司祭です。今

年の 4 月に千葉県松戸市にある松戸聖パウ

ロ教会に定住の牧師として、また千葉県我孫

子市にある柏聖アンデレ教会の管理牧師とし

て着任いたしました。松戸市は、矢切の渡しの

ある江戸川をはさんで東京都のすぐ隣になり

ます。 

私は横浜教区の司祭です。そのため理事の

ことは、東京教区の髙橋宏幸主教様から、横浜

教区の入江修主教様にお話しがありました。 

佐藤直子様（柏聖アンデレ教会信徒）が難民

移住労働者問題キリスト教連絡会(略称：難キ

連)の事務局長でおられた時に始められた出

入国管理庁「東日本入国管理センター（茨城県

牛久市）」での被収容者面会支援ボランティア

に横浜教区社会委員会は 1５年ほど前から参

加させていただいております。私も以前面会

支援ボランティアの一人として関わらせてい

ただきました。そのため今回私に理事のお話

しがありました。東京教区の尊いお働きとして

３４年間継続されておられるカパティランに深

く敬服致します。 

理事として関わらせていただきますことに

感謝です。微力ではございますが、少しでもお

役にたてればと思います。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

≪ご支援をお願いいたします≫ 

■郵便振替 

名   義：カパティラン 

振替番号：00190-3-581517 

  ■インターネット 

   Giveone カパティランで検索 

http://www.giveone.net/ 

※寄附金控除・税額控除あり 

 

井川和子 

 

私がカパティランと関わるきっかけになっ

たのは、定時制高校に通う外国ルーツの生徒

の日本語学習支援です。2021 年 3 月まで住

んでいた神戸では、小学生から大人まで様々

な年齢を対象に日本語を教えていたこともあ

り、2021 年 4 月に横浜に引っ越してきて間

もなく、カパティラン理事長の牧野さんとのつ

ながりから上記の日本語学習支援の機会が与

えられ、現在に至っています。 

牧野さんには東日本大震災後のボランティ

アで知り合ったことや、上記の日本語支援に

夫の勤務先である桜美林大学が関わっている

こと、カパティランの夏のキャンプ地の野尻湖

に私も家族と毎年行っていることなど不思議

なご縁を感じ、理事として加わらせていただく

ことになりました。    

まだまだカパティランの活動について学び

ながらの関わりであり、どのようにお役に立て

るか心もとないですが、何らかの形で神様が

用いて下さることを願っています。どうぞよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

■facebook  
 いいね！で支援 

 シェア大歓迎！ 

 

■クレジット決済 

 準備中です！ 


